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当
館
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た

｢

長

谷
川
等
伯
展｣

も
今
回
で
十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
本

展
は
等
伯
の
作
品
を
若
い
頃
よ
り
年
代
順
に
紹
介
し
て
い

く
事
を
基
本
と
し
て
、
平
成
八
年
に
第
一
回
展

｢

能
登
か

ら
京
へ｣

で

｢

信
春｣

と
名
乗
っ
て
い
た
能
登
時
代
の
若

年
期
作
品
な
ど
十
二
点
を
展
示
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
名
品
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
等
伯
の
生
涯
終
焉
と
な
る

最
晩
年
、
六
十
〜
七
十
歳
代
の
作
品
を
、
重
要
文
化
財
四

点
を
中
心
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
画
業
の
幅
広
さ
を
改
め
て
知
っ
て
頂
く
意

味
で
、
二
十
〜
四
十
歳
代
の

｢

信
春｣

時
代
の
作
品
や

｢

長
谷
川
派｣

と
呼
ば
れ
る
等
伯
一
門
の
作
品
も
併
せ
、

計
十
七
点
を
紹
介
し
ま
す
。
最
晩
年
期
の
作
品
と
比
較
し

な
が
ら
鑑
賞
す
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

等
伯
は

｢

老
年
と
な
っ
て
も
筆
力
は
衰
え
ず
、
そ
の
豪

気
な
様
子
は
及
ぶ
者
が
い
な
か
っ
た｣

と
い
わ
れ
、
最
晩

年
に
至
っ
て
も
多
く
の
作
品
を
精
力
的
に
描
き
続
け
た
と

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
等
伯
の
生
涯
最
後
を
飾
っ

た
作
品
を
ご
高
覧
下
さ
い
。

今
回
の
出
品
作
よ
り
、
主
な
作
品
を
簡
単
に
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
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�
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�
�
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等
伯
は
中
国
の
画
家
・
牧
谿
に
憧
れ
、
そ
の
影
響
を
思

わ
せ
る
作
品
を
多
く
制
作
し
て
い
ま
す
。
昨
年
展
示
し
ま

し
た

｢

枯
木
猿
猴
図｣

(

龍
泉
庵
蔵)

も
そ
の
代
表
で
す

が
、
画
論

『

等
伯
画
説』

(

本
法
寺
蔵)

で
も
牧
谿
の
事

を
絶
賛
し
て
お
り
、
そ
の
傾
倒
の
程
が
窺
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
晩
年
の
等
伯
は
牧
谿
の
様
式
か
ら
大
き

く
離
れ
た
水
墨
画
、
つ
ま
り
牧
谿
の
湿
潤
な
柔
ら
か
い
筆

使
い
か
ら
、
本
作
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
強
い
調
子
の
硬

い
線
描
に
変
化
し
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
老
齢
か

ら
く
る
画
技
の
変
化
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

こ
れ
は
中
国
の

｢

浙
派｣

と
い
う
画
派
の
画
法
を
再
学
習

し
た
表
れ
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

も
し
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
六
十
歳
を
過
ぎ
た
等
伯
の

｢

新
た
な
る
挑
戦｣

と
な
り
、
絵
に
対
す
る
貪
欲
な
ま
で

の
執
念
に
は
敬
服
す
る
思
い
で
す
。
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等
伯
は
肖
像
画
で
も
優
れ
た
力
量
を
発
揮
し
、
数
多
く

制
作
し
て
い
ま
す
。｢

武
田
信
玄
像｣

(

成
慶
院
蔵)

や

｢

利
休
居
士
像｣

(

不
審
庵
蔵)

な
ど
は
著
名
で
す
が
、
本

作
も
代
表
作
の
一
点
で
す
。

日
通
上
人
は
本
法
寺
第
十
世
住
職
で
、
等
伯
と
は
深
い

親
交
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

『

等
伯
画
説』

が
上

人
に
よ
り
、
等
伯
の
芸
術
論
を
筆
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

事
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
通
上
人
が
等
伯
七
十
歳

の
時
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
老
境
を
迎
え
て
い
た
等
伯
に

と
っ
て
、
永
年
の
友
で
あ
っ
た
上
人
の
死
は
耐
え
難
い
も

の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

描
か
れ
た
上
人
の
静
か
に
合
掌
す
る
姿
は
と
て
も
穏
や

か
で
す
が
、
そ
れ
が
逆
に
、
等
伯
の
落
胆
ぶ
り
を
如
実
に

表
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
本
作
は
等
伯
と
日
通

上
人
の
深
い
親
交
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
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等
伯
の
養
父
道
浄
は
、
染
物
業
を
生
業
と
し
絵
に
も
優

れ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
等
伯
が

『

等
伯
画
説』

の
中
で
、
自
ら
の
系
譜
と
し
て

｢

雪
舟
―
等
春
―
無
文
―

道
浄
―
等
伯｣

と
述
べ
て
い
る
事
に
も
表
れ
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
道
浄
の
作
品
は
一
点
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
更
に
道
浄
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る

｢

無
文｣

と
い
う

人
物
に
つ
い
て
も
、
等
伯
の
祖
父
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
の
み
で
、
こ
れ
ま
で
は
作
品
は
お
ろ
か
記
録
も
皆
無
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で
し
た
。
つ
ま
り
等
伯
を
育
ん
だ
人
々
に
つ
い
て
は
、
殆

ど
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
訳
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
松
原
茂
氏
に
よ
っ
て
本
作
に
捺
さ
れ

た
印
章
が

｢

無
分｣

で
あ
る
事
が
判
明
し
、
こ
れ
に
よ
り

無
文
が
作
者
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
が
出
て
き
ま
し

た
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
等
伯
の
祖
父
と
さ
れ
る
人

物
の
作
品
が
初
め
て
発
見
さ
れ
る
訳
で
、
画
期
的
な
事
で

す
。
等
伯
の
ナ
ゾ
の
一
つ
を
解
明
す
る
カ
ギ
と
し
て
、
本

作
は
新
た
に
注
目
さ
れ
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

※
◎
…
重
要
文
化
財
、
□
…
石
川
県
指
定
文
化
財

△
…
市
町
村
指
定
文
化
財
で
す
。

※
作
品
九
は
前
期
展
示

(

４
／
28
〜
５
／
12)

、
十
は
後
期
展
示

(

５
／
13
〜
５
／
27)

で
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

一.

□

｢

十
二
天
図｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

一
面(

三
面
内)

羽
咋
市
・
正
覚
院
蔵

二.

△

｢

日
蓮
聖
人
像｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

一
幅

七
尾
市
・
實
相
寺
蔵

三.

□

｢

善
女
龍
王
図｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

一
幅

石
川
県
七
尾
美
術
館
蔵

四.

□

｢

愛
宕
権
現
図｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

一
幅

石
川
県
七
尾
美
術
館
蔵

五.

□

｢

十
六
羅
漢
図｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

二
幅(

八
幅
内)

七
尾
市
・
霊
泉
寺
蔵

六.

□

｢

達

磨

図｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

一
幅

七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵

七.

□

｢

陳
希
夷
睡
図｣

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

一
幅

石
川
県
七
尾
美
術
館
蔵

八.

◎

｢

妙
法
尼
寿
像｣

長
谷
川
等
伯
筆

一
幅

京
都
市
・
本
法
寺
蔵

九.

◎

｢

商
山
四
皓
図
襖｣

長
谷
川
等
伯
筆

四
面(

八
面
内)

京
都
市
・
天
授
庵
蔵

十.

◎

｢

禅
宗
祖
師
図
襖｣

長
谷
川
等
伯
筆

四
面(

十
六
面
内)

京
都
市
・
天
授
庵
蔵

十
一.

◎

｢

日
通
上
人
像｣

長
谷
川
等
伯
筆

一
幅

京
都
市
・
本
法
寺
蔵

十
二.

｢

十
六
羅
漢
図
屏
風｣

長
谷
川
等
伯
筆

六
曲
一
双

京
都
市
・
智
積
院
蔵

十
三.

△

｢

黄
初
平
図｣

長
谷
川
等
伯
筆

三
幅

大
阪
市
・
久
本
寺
蔵

十
四.

｢

波
龍
図
屏
風｣

伝
長
谷
川
等
伯
筆

六
曲
一
隻

京
都
市
・
本
法
寺
蔵

十
五.

｢

柳
橋
水
車
図
屏
風｣

長
谷
川
派
筆

六
曲
一
双

京
都
国
立
博
物
館
蔵

十
六.

△

｢
涅

槃

図｣

長
谷
川
派(

無
分)

筆

一
幅

七
尾
市
・
長
壽
寺
蔵

十
七.

△

｢

白
描
涅
槃
図｣

長
谷
川
等
誉
筆

一
幅

七
尾
市
・
成
蓮
寺
蔵
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日

時
…
５
月
６
日

(

日)

午
後
２
時
〜

会

場
…
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

講

師
…
宮
島
新
一
氏(

元
九
州
国
立
博
物
館
副
館
長)

演

題
…

｢

最
晩
年
の
長
谷
川
等
伯｣
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本
展
会
期
中
、
恒
例
の

｢

子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ｣

を
実
施
し
ま
す
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
素
敵

な
当
館
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
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等
伯
の
作
品
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
紹
介
し
た
五
本
の
静

止
画
番
組
と
、
歴
史
的
流
れ
の
中
で
等
伯
の
生
涯
を
紹

介
し
た
動
画
番
組
一
本
を
、
随
時
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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自
然
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
あ
わ
せ
て
様
々
に
表
情

を
変
え
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
恵
み
や
試
練
を
も
た
ら

し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
や
生
き
物
達
も
自
然
の
な

り
ゆ
き
に
時
に
は
身
を
ま
か
せ
、
ま
た
時
に
は
抗
い
な
が

ら
、
共
に
生
命
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
然
の
厳
し
さ
、
又
は
や
さ
し
さ
を
た
た
え
た
様
子
や
、

そ
の
中
で
力
強
く
営
み
を
続
け
る
生
命
の
生
き
ざ
ま
は
人
々

の
感
性
を
魅
了
し
、
古
く
よ
り
様
々
な
美
術
工
芸
品
に
表

現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
品
及
び
寄
託
品
よ
り
、
自
然
や

動
物
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
が
表
現
さ
れ
た
絵
画
や
工
芸

品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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昨
年
、
石
川
の
美
術
界
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま

し
た
。
漆
芸
家
の
小
森
邦
衞
氏

(

輪
島
市
在
住)

が
�
漆

で
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

(

人
間
国
宝)

に
認
定
さ
れ
、

洋
画
家
の
村
田
省
蔵
氏

(

金
沢
市
出
身
・
神
奈
川
県
在
住)

が
日
本
芸
術
院
会
員
に
就
任
さ
れ
た
の
で
す
。

毎
年
四
月
に
石
川
県
立
美
術
館
と
金
沢
21
世
紀
美
術
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

｢

現
代
美
術
展｣

は
、
日
本
画
・

洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
六
部
門
に
お
い
て
、

前
述
の
両
氏
を
含
む
県
内
在
住
の
文
化
功
労
者
や
日
本
芸

術
院
会
員
、
人
間
国
宝
を
筆
頭
と
す
る
作
家
作
品
を
は
じ

め
、
作
家
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
新
進
気
鋭
の
作
家
ま

で
、
幅
広
い
層
か
ら
出
品
さ
れ
ま
す
。
展
示
は
出
品
委
嘱

作
家
に
、
入
選
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
厳
し
い
審
査

を
経
た
作
品
を
加
え
た
、
約
千
点
に
も
お
よ
ぶ
と
い
う
県

下
で
最
大
規
模
を
誇

る
公
募
展
で
す
。

第
一
回
展
は
、
戦

後
間
も
な
い
昭
和
二

十
年
十
月
に

｢

美
術

文
化
の
向
上
に
よ
る

新
日
本
建
設
へ
の
寄

与｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
、
毎
年
継

続
さ
れ
今
回
で
六
十

三
回
目
と
な
り
ま
す
。

七
尾
展
は
昭
和
二
十
一
年
六
月
の
第
二
回
展
が
開
催
さ

れ
た
後
は
、
平
成
七
年
四
月
の
当
美
術
館
開
館
を
機
に
、

毎
年

｢

現
代
美
術
展｣

の
地
方
展
と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
、

今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も

｢

第
63
回
現
代
美
術
展｣

出
品
作
品
の
中
か
ら
、

財
団
法
人
石
川
県

美
術
文
化
協
会
役

員
の
作
品
、
能
登

地
区
在
住
お
よ
び

出
身
委
嘱
作
家
作

品
、
委
嘱
賞
・
最

高
賞
・
次
賞
受
賞

作
品
、
能
登
地
区

(

宝
達
志
水
町
以

北)

在
住
者
の
作

品
を
選
抜
し
、
約

二
百
点
を
展
示
予

定
で
す
。

所
属
会
派
を
超
え
て
出
品
さ
れ
る
作
品
を
一
堂
に
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
の
石
川
県
に
お
け
る
美
術
の
流

れ
を
展
観
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
え
る
展
覧
会
で
す
。

主
催

(

予
定)

七
尾
市
、
財
団
法
人
七
尾
美
術
館
、

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
、

北
國
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
金
沢
、

ラ
ジ
オ
な
な
お

後
援

(

予
定)

能
登
地
区
各
教
育
委
員
会
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一
年
を
通
し
て
、｢

シ
リ
ー
ズ

北
陸
の
工
芸
作
家

石

川
の
匠
た
ち｣

の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

石
川
県
内
の
文
化
功
労
者
、
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝

ら
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
作
者
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
交
え
、
そ
の
人
と
技
・
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
上
映
作
品
を
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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５
／
５(

土)

極
光

人
間
国
宝

寺
井

直
次

６
／
９(

土)

土
火
へ
の
祈
り

大
樋
焼
十
代

大
樋
長
左
衛
門

７
／
７(

土)

光
彩

日
本
芸
術
院
会
員

三
谷

吾
一

８
／
11(

土)

邂
逅

人
間
国
宝

隅
谷

正
峯

９
／
29(

土)

輝
彫

人
間
国
宝

中
川

衛

12
／
22(

土)

釉
下
燦
々

人
間
国
宝

�
田

美
統

２
／
16(

土)

煌
め
き

人
間
国
宝

前

史
雄

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�
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�
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昨
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
絶
賛
さ
れ
、
も

う
一
度
観
た
い
、
聴
き
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
お
応

え
す
る
形
で
決
ま
っ
た
吉
村
美
穂
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
美
し
い
歌
声
に
癒
さ
れ
、
元
気
を
出
し
て
下
さ
い
。

�
�
�

無
料

(

完
全
予
約
制)

�
�

謝
朗
夢
コ
ン
サ
ー
ト
制
作
委
員
会

(

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｉ=

ス
ガ
ジ
ィ)

�
�
�

パ
ソ
コ
ン
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
Ｋ
Ｇ
Ｍ

℡
０
７
６
７

(

57)

２
８
５
１

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
２
人
以
上
の
団
体
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

2

��
3
4
�
�
�
5
�
6
3
4
7
8
(

+
,

��.
�
9
�

/
0
5
�

�
1
:
�

;
<
=
>
�
�
1
:
�

���

	


�
�

前
年
度
の
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。
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箏
、
尺
八
の
演
奏
・
献
茶
・
献
歌
献
句
・
コ
ー
ラ
ス
等
。

�
�
�

無
料

�
�
��

�
�

等
伯
会

(

石
川
県
七
尾
美
術
館
内)

℡
０
７
６
７

(

53)
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昨
年
に
引
続
き
二
回
目
と
な
る
本
講
座
に
は
、
定
員
を
上
回
る

十
二
名
が
参
加
。
講
師
の
レ
ク
チ
ャ
ー
後
、
石
膏
の
ビ
ー
ナ
ス
像

を
前
に
、
参
加
者
の
方
々
は
黙
々
と
デ
ッ
サ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
途
中
、
講
師
が
休
憩
を
促
す
も
誰
一
人
と
し
て
中
座
す

る
こ
と
な
く
素
晴
ら
し
い
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

実
技
講
座
の
後
に
は
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
て
コ
ー
ヒ
ー
、
ケ
ー
キ
を

楽
し
み
な
が
ら
講
師
を
か
こ
ん
で
の
茶
話
会
も
あ
り
ま
し
た
。
二

時
間
み
っ
ち
り
集
中
し
た
後
の
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
格
別
だ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

｢

美
大
生
に
な
っ
た
気
分
♪｣

｢

ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
っ
た｣

｢

楽
し
く
時
間
が
過
ぎ
た｣

な
ど
の
ご
好
評

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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一
昨
年
の

『

軸
取
り
扱
い
講
座』

に
続
い
て
二
回
目
と
な
る
本

講
座
は
、
申
し
込
み
先
着
十
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ま

ず
は
第
三
展
示
室
内
の
特
設
会
場
に
て
、
展
示
ケ
ー
ス
越
し

で
は
な
く
、
間
近
に
所
蔵
作
品
を
観
な
が
ら
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト(

作

品
を
は
じ
め
箱
の
見
方
、
伝
来
な
ど)

や
作
品
の
取
り
扱
い
の
方
法

を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

『

春
の
名
品
展
〜
茶
道
具
に
親
し
む

〜』

開
催
中
の
展
示
室
を
学
芸
員
の
案
内
に
よ
り
見
学
。

開
催
日
は
ち
ょ
う
ど
桃
の
節
句
の
頃
。
講
座
終
了
後
は
、
喫
茶

室
で
ゆ
っ
た
り
と
、
桜
餅
と
お
抹
茶
の
セ
ッ
ト
で

｢

ほ
っ｣

と
一

息
。
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
終
了
し
た
今
回
の

講
座
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

｢

初
心
者
に
も
よ
く
解
っ
て
良
か
っ

た｣
｢

勉
強
に
な
っ
た｣

な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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平
成
二
年

(

一
九
九
〇)

制
作

第
46
回
現
代
美
術
展
最
高
賞
受
賞

※
加
戸
ひ
と
み
氏
よ
り
寄
附

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�

�
�

平
成
五
年

(
一
九
九
三)

制
作

第
45
回
京
展
紅
賞
受
賞

※
加
戸
ひ
と
み
氏
よ
り
寄
附

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�

平
成
十
年

(

一
九
九
八)
制
作

第
54
回
現
代
美
術
展
委
嘱
賞
受
賞

※
古
澤
洋
子
氏
よ
り
寄
附

�
�
�
�
�
�
 



�
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平
成
十
一
年

(

一
九
九
九)

制
作

第
31
回
日
展
出
品

※
古
澤
洋
子
氏
よ
り
寄
附

!
"
#
$
�
%
&
'
(
)
*


+
,
-
.
/
0
1
2

平
成
十
八
年

(

二
〇
〇
六)

制
作

第
62
回
現
代
美
術
展
出
品

※
十
代
大
樋
長
左
衛
門
氏
よ
り
寄
附

3
4
5
�
6
7
8
9
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平
成
六
年

(

一
九
九
四)

制
作

第
26
回
日
展
出
品

※
谷
野
吉
冬
氏
、
高
島
誠
氏
、
前
田
志
朗
氏
よ

り
寄
附

>
4
5
�
?
@
A
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平
成
十
五
年

(

二
〇
〇
三)

制
作

第
35
回
日
展
出
品

※
全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
よ
り
寄
附

B
C
D
�
-
E
�
F



G
H
I
J

平
成
十
八
年

(

二
〇
〇
六)

制
作

第
62
回
現
代
美
術
展
最
高
賞
受
賞

※
山
形
明
生
氏
よ
り
寄
附


�
�
�
�
�
�
�
�

K
,
L
M
NO
,
P
Q
NK
,
R
S
T
U
V
W
V
X
V
Y
Z
[

黒
い
壁
面
に
染
み
入
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
声
。
清
ら
か

に
奏
で
ら
れ
る
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
音
色
が
響
き
渡
り
・
・
・

能
登
演
劇
堂
な
ら
で
は
の
演
出
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
�

\
]

４
／
７

(

土)

16:

00
〜

^
_
`

３
、０
０
０
円

※
金
沢
・
七
尾
・
和
倉
温
泉
駅
よ
り

直
行
バ
ス
運
行

(

要
予
約)

※
近
く
の
飲
食
店
で
は
限
定
メ
ニ
ュ

ー
で
の
お
楽
し
み
も
�

a
b
c
d

�

０
７
６
７(

66)

２
３
２
３

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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"
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�

e
f
g
h
i
j
X
k
l
T
m
V
n
Z
o
p

�
q
r
�
s
t
u
h
i
j
�
�
v
w
x
x
x



ガ
ラ
ス
の
中
に
何
か
を
埋
め
込

ん
だ
り
、
封
じ
込
ま
せ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
現
代
ガ
ラ
ス
作
品
を
紹
介
。

ガ
ラ
ス
の
中
に
あ
る
世
界
を
覗
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
の
ほ
か
ピ
カ
ソ
や
ジ
ャ
ン
・

コ
ク
ト
ー
、
ダ
リ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ガ
ラ
ス
の
オ
ブ
ジ
ェ

も
必
見
！

y
z

開
催
中
〜
６
／
18

(

月)

ま
で

{
|
�

４
／
17(

火)

、
18

(

水)

、
５
／
15

(

火)
\
|
}
~

９:

00
〜
17:

00

(

入
館
は
30
分
前
ま
で)

�
�

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

４
／
28(

土)

、
29(

日)

、
30(

月･

祝)

お
し
花
の
ガ
ラ
ス
タ
イ
ル

５
／
19(

土)

、
20(

日)

ス
ノ
ー
ド
ー
ム

６
／
16(

土)

、
17(

日)
a
b
c
d

�

０
７
６
７(

84)

１
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７
５

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�

�
�

���


��



�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

� �

�

�
�



�

�������������	��������

������ ������

��������	
��

������������
�

��������	
��

���������������

������ !"�#$%&�

'(��)*�+�,-./�0

1234567�89:;<=

>�?@3A�BC)DE�F

G2HIJKL5

	MNOPQ�����

������

�� �!"#$%&�'($)*�

RSTUVAWXYZ0[\]A^_`49ab�

cdefg.hd�

ij345kl�

mn2o�p0A

bqr�st[u

vw�xyz�D

E2{|�,}~/

���2345

	������������$�� |��


������ ���������������

���	
�������

�� ��!"
#��$

�%& 	��'(��)*+,-�./0123	�

�������4����	��������5�

���	�������

�6 ��7�8�9: 	��'(9:+,-�./0123	�

�������������	���������

���u���Kl9BC)+l{|������A��49��0A45��

b	�P��L��2o�������������� ¡¢<£��¤�����

¥¦�§¨)*��©ª[�«¬e[ Q�L®{¯e�Q°)*���2345

±�b	²�³�YZ��2o�����YZ�´��49µ������	


�������)*�������jo�� ���¶·�|�[Y¸¹)*BC

)²ºYZ����2345

+,-.
;<=»»¼½¾¿8£¼½À¤

ºÁÂÃ,g~Ä
>»»»»ÅÆ8£¼½À¤ºÁ

ÂÃ,ÇÈr}.Ä
?@AB»ÉÊRSË8£,ÌÄ
CD»»»ÉÊRSË8£,}.Ä
EFGHIJ»ÉÊRSË8£ÍÎ£�
�KLMN� ÏÐ,ÑÄ
OOPQRSTUVIJ»ÉÊRSË8£Í��
�WXY�Z[\]� Ò�ÏÐ,Ó.Ä

��������
	
����

�
� �����������

��� �����

�� 
������������

������������	
���������

/0123�455 6789:;<=>?@AB@CD
EFGH�I2IJ5K3L5��MNOPH�I2IJ5K32121
QRRSTUUVVVWXYRZW[\[\]Ŵ_ẀSU[\[\aYU
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